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井
一戸
は
お
互
い
に
清
潔
に
保
持
レ

時
々
カ
ル
キ
を
入
れ
て
梢
毒
し
、

絶
対
に
生
水
を
飲
ま
な
い
よ
う
に

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

歓
食
物
の
販
売
を
し
て
い
る
居
で

は、

た
べ
も
の
は
絶
対
に
手
づ
か

み
し
な
い
で、

特
に
衛
生
的
に
処

理
し
ま
し
ょ
う
。

C'.届波の日 6JJll:l)

雨期になる と、中の

ス リッ プ、傘やカツ

ノミなどで見通しがき

かないで交通事故も

増えています。

雨の日は、歩行、逆転

にとくにil:意 しまし
ょう。

新
鮮
な
も
の
を
食
べ
ま
レ
ょ
う
。
一
肥
桶
な
ど
ぞ
洗
わ
な
い
よ
う
に
し

ハ
魚
肉
類
々
の
倒
乳
製
品
は
儲一

ま
し
ょ
う。

敗
レ
や
す
い
の
で
調
盟
は
注
意

し
て
食
日
躍
を
起
さ
な
い
よ
予
心

五
、
飲
食
物
の
販
売

が
け
ま
し
ょ
う
。
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三
、
共
同
井
戸
の
消
毒

(才248号)

特
効
薬
は
手
洗
い

赤痢の予防

流
れ
川
の
水
の
使
用
か
ら
赤
痢
の

銀
問
発
庄
が
多
ぐ
見
ら
れ
ま
す
の

で
、
椛
れ
川
で
食
器
、
野
菜
類
、

四
、
流
れ
川
の
使
用

J
寧
に
洗
う
習
慣
を
つ
け
る

りよ

※ 

い
よ
い
よ
い
い
点
的
の
多
く
な
る
苧
簡
に
は
い
り
ま
す
が

六
、
家
屋
内
外
の
清
潔
と

ハ
エ
な
と
の
駆
除

選択聴)院

「勉強がすむまで限っておいで」

と
く
に
便
所
、
台
所
、
流
し
場
、

ゴ
ミ
凋

ω周
開
等
が

「
ハ
エ
」
の

発
牛
源
で
す
。
常
に
清
潔
に
し
幼

虫
的
発
生
お
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

大
村
市
の
赤
痢
発
生
以
汎

※ 

惇
染
病
棟
で
は
公
費
で
療
養

同
薬
治
料
は
患
者
世
帯
の
負
担
一
は
伝
斡
平
防
費
の
公
暫
負
担
が
な

-

能
力
に
応
じ
実
授
を
負
担
し
な
け

一く
、
金
額
忠
者
が
負
担
す
守れ
と
と

一博
染
病
治
療
費
の
患
者
負

一

一

長

崎

市

八

一
凶
人
(
二
七

二

赤

痢

に

か

か

っ

た

ら

一

一

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一に
な
り
ま
す
。

一

e

1

1
8
1
1
1
1

一

担

区

分

一
り
そ
の
他
伝
染
病
思
者
の
療
養
一

も
し
、
他
の
病
院
で
伝

染

病

と

人

)

佐
川
保
市

一
七
七
人

一

一

一

一

1
、

〈

〈
七
人
)
島
原
市
五
人

一
赤
剰
に
は
ど
う
レ
て
か
か
る
の
か
一

伝
染
病
棟
に
隅
離
さ
れ
た
場
合
一
に
要
す
る
費
用
は
公
費
負
担
で
す

一斡
町
さ
れ
仏
者
の
甲
状
カ
正

躍
で

〈
4

人
)
諒
早
出
円

O
人

一
と
い
う
こ
と
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
一
の
入
院
費
用
は
大
体
つ
ぎ
の
と
お一

同
た
だ
し
、
入
院
す
べ
き
場
所
一あ
り
絶
対
主
宰
要
し
、
市
立

位

ハ

六

人

)

大
村
市
一
六
七

7

/

/

「
町
立

一
て
も
、
現
在
の
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
一
り
で
す
。

一
は
伝
染
病
予
防
法
第
百
条
の
規
定

一
染
病
棟
へ
移
す
と
ル
が
閃
難
介
、

場

人

(
ニ
七
人
)
福
江
市

九

日

川

上

日

一所
に
赤
州
闘
が
パ
ラ
ま
か
れ
て
い

一
川
給
食
料
は
材
料
世
の
実
質

一に
よ
っ
て
市
立
伝
染
病
棟
と
定
め

一
合
な
ど
特
別
の
理
由
州
あ
〈
場
合

同

人

(二
人
〉
松
山
山
二
三
。

/
{
τ
卸

一
る
の
で
は
、

ほ
ん
と
う
に
ち
ょ

っ
一
(現
在
一
日
百
一
丁
円
)
だ
け
を
一
ら
れ
て
い
る
関
係
上
、
そ
の
以
外
一
は
主
政
吏
員
の
指
示
ま
た
は
認
可

一

人

(
五
人
)
ギ
ド
出
二
七

(
間
車
と
は
約
3
J
5
秒
沈

一
と
し
た
注
惑
を
怠
っ
た
た
め
に
赤
一
忠
者
が
負
担
す
る
乙
と
に
な
り
ま
一
の
病
院
(
国
立
病
院
、
そ
の
他
)

一
が
な
け
れ
ば
全
額
個
人
凸
担
ど
な
一

人

(

六

人

)
内
向
杵
郷
三

う

場
合

・
ト
率
と
は

ω
1ω

一州
L
か
か
っ
て
し
ま
う
場
合
が
自

一す
0

.

で
治
療
を
受
け
た
場
合
の
治
療
質
り
ま
す
の
で
、
速
か
に
市
保
険
街

一

八

O
人
(
一
六
人
)
来

彼

抄

洗

う

場
合
)

一然
じ
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。

い
わ
一

i
f
i
f
d
o
o
z
y
t
!
i
T
4
4
0
2
'Ir--υ
・
3
1
1
!
1
1
L
!
i
T
4
1

予
防
同
盟
倒
的
な
条
件
は
赤
痢
力
を
し
て
、
白
刀
の
た
め
に
そ
し

一の
赤
痢
菌
が
そ
の
人
の
手
に
つ
き
一
行
っ
て
出
が
け
の
手
洗
い
を
す
る

一
ば
忠
者
に
な
る

ωは
災
難
と
も
云

7
hw~
と

・1
1
・
f
・

c・
--f
f
・-
-ドJ
J
J
J

ド
h

・・
・三
一
「
十
月
一
日
」
「
国
勢
調
査
」

に
対
し
て
非
常
に
よ
ぐ
き
ぐ
予
防

一て
芝
周
囲
の
人
た
ち
の
た
め
に

一ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
手
で
調
理

一に
し
て
も
、
サ
ッ
と
水
を
か
け
て

一え
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
巴
ヱ

ペ
、
刊
〆
一対

リ

7
ト
メ
穴
1
J
x
ud
h一
一
「
総
理
府
統
計
局
」
の
文
宇
佐
必

注
射
が
で
き
る
か
、
わ
た
し
た
ち

一進
ん
で
赤
痢
め
予
防
じ
っ
と
め
る

一を
し
た
り
す
る
と
、
赤
痢
菌
室
一
終
り
に
す
る
か
、
ち
ょ
っ
と

Z
一

で
も
な
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
三

…

ぶ

お

)

ぺ

知

)

一

¥

り

X
せ

)

(

板

)

…

…
一ず
入
れ
る
(
数
字
は
算
用
数
字
で

震
の
生
活
環
境
が
空
し
て
、

一と
と
支
切
な
乙
と
で
す
。

一れ
を
食
べ
た
人
の
口
へ
入
っ
て、

一
と
す
り
合
わ
せ
る
ぐ
ら
い
で
す
ま
一
だ
か
ら
こ
れ
を
か
く
す
よ
う
な

一
一一

J
L
V
K
ν
太

子

木

一

イ

ユ

ニ

も

よ
い
)

上
下
水
道
ど
河
川
し
、
じ
ん
芥
や

一

一

再
び
そ
の
か
ら
だ
の
申
に
安
住
し
一
せ
て
し
ま
い
ま

す

。

一

古

い

考

え
は
公
衆
衛
生
道
徳
に
反

一

一

A
賞
金
H
一
般
の
部

一
等

一
名

糞
尿
め
処
理
が
合
理
的
に
行
な
わ

一

赤

痢

は

ど

う

し

一
て
ど
ん
ど
ん
繁
殖
し
、
そ
の
人
は
一

と
ん
な
手
洗
い
は
下
記
の
表
で
一
す
る
も

ωで
あ
り
ま
す
。
も
し
、

一

九

月

ま

で

の

射

撃

実

一
i
u
・日

l
m
-n
t
m

一
五
万
円
一
等

一
名
二
万
円
二
等

れ、

常
に
安
全

η
飲
合
門川
が
提
供

一

て

う

つ

る

か

一語

、
疫
痢
を
起
と
し
保
菌
者
が
一
解
り
ま
す
よ
う
に
ク
レ
ゾ
ー
ル
3
一
あ
や
し
い
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
医
師
一

施

日

き

ま

る

一
九
日
(
月
日
間
〉

1
3・
5

一
三
名
各
五
千
円
、

小
・
中

・
高
校

さ
れ
や
ょ
う
た
環
地
衛
呈
ど
食
品

一

一ふ
え
て
く
る
わ
け
で
す
。

一
%
で
洗
っ
て
も
何
%
し
か
効
果
が
一保
健
所
、
保
険
衛
生
課
係
員
の
摺

一

一

I
1
・
2

2

(

庶
務
制
)
一
生
の
部
一
等

一
名
自
転
車
ま
た
ま

衛
生
川
徴
底
し
た
生
活
に
な
れ
ば

一

赤
痢
問
者
ゐ
る
い
は
保
菌
者
と

一

簡
単
に
説
明
す
れ
ば
以
上

ωよ
一
な
く
、
あ
と
の
5
%
の
有
無
で
赤
一示
に
し
た
が
い
、
ま
ん
え
ん
防
止

一
陸
上
自
衛
豚
大
村
部
隊
で
は
池

一

一

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ

二
等

予
防
も
非
常
に
簡
単
に
な
る
の
で

一よ
ば
れ
る
人
の
か
ら
だ
に
入
っ
た

二
つ
な
き
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
石

に
か
か
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
一の
た
め
、
市
立
伝
染
病
棟
へ
す
ぐ一

回
射
撃
場
で
実
施
す
る
七
月
か
ら一

国

勢

調

査

の

ポ

ス

タ

一
二
名
腕
時
計
ま
た
は
ポ
ー
タ
ブ
ル

す
@
し
か
し
、
現
誌
と
と
ろ
予

一赤
刑
菌
は
、
脳
山
中
竹
繁
殖
し
、
一し
て
「
手
洗
い
」
が
必
要
で
あ
る
一わ
た
く
し
た
ち
は
丁
寧
に
洗
う
三
隔
離
し
て
、
完
全
な
治
療
を
う
け

一九
月
ま
で
の
射
撃
H
程
を
つ
ぎ
の
一

E

・E-
を

懸

賞

募

集

一ラ
ジ
オ

一
一
一
等
三
名
商
用
品
セ
ツ

防
誌
を
し
て
免
疫
宇
高
め
る
と

一誌

と

と

も
に
便
所
の
中

γ
排
出

一か
お
わ
か
り
と
思
い
ま
す
。

一と
も
寝
つ
け
る
よ
う
早
く
実
行
一さ
せ
ま
し
ょ
う。

一と
お
り
決
め
ま
し
た
の
で
、
射
撃
一

一
ト
ま
た
は
ア
ル
バ
ム

佳

作
十
名

い
う
ぞ
つ
ら
、
積
極
的
に
か
ら
だ

一さ
れ
ま
す
。

一

一

ιつつ
し
ま
し
ょ
う
。

一

場

付
近
の
山
林
な
ど
へ
の
立
入
り
一

総
理
府

統
計
局
で
は
、
今
秋
+
一
記
念
品

の
抵
抗
刀
を
つ
り
る
手

雪

作

一
便
所
に
落
さ
れ
た
赤
倒
閣
は
ハ

一

赤

痢

の

予

防

心

得

了一

、
歓
み
物
、
食
べ
物
の

一

は
ど
任
芳
だ
さ
い
。

一月

一
日
に
行
な
わ
れ
る
「
国
語
一
ム
送
り
先
は
東
京
都
新
宿
芸

実
施
の
一域
で
な

¥

ま
7
文
イ

t
三
、
油
血
(
ゴ
キ
ブ
リ
)
な
ど
に

一

i

一

一

な

ホ

プ

月

分

も

お

知

ら

せ
し

一査
」
の
宣
伝
ポ
ス
タ
ー
を
懸
賞
募
一
松
町
九
五
総
理
府
統
計
局
へ
六
月

な
都
市
や
農

村

起
き
早
急
に

一台
れ
て
、
震
を
運
ひ
出
さ

一
一、

アゴ

は
別
衣
に
よ

っ
て

わ
か
る
よ
う
に

』

-
l
i
z
-
-e
，
I
;
・
l

相
庄小品寸トカ
U
列
山

v
k
dく

、.〆
.X o  
〆.¥

わ
た
し
た
ち

ま
た

¥・/

万ぞ

※ 

政

が
明
る
い
健
康
な
児
活
を
す
る
た
め
に

一
揺
徹
底
し
た
予
防
を
し
な
け
れ
ば
な
り

、・，・/.
"、

市

ま
せ
ん
。
そ
の
予
防
の
方
法
、
も
し
不
幸
に
し
て
病
気
に
な
っ
た
場
合
は
か
の
人

に

う火

;;:手・

村

※

病

気

J

正
移
さ
な
い
で

交
い
費
用
で
治
脱
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

み
な
さ

※ 

大

ん
と
い
っ
し
ょ
に
与
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

※ 

※ 

(毎月1日，10日，20日発行〉
昭和 35年 6月!日
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こ
と
し
伐
採
さ
れ
る

か

た

は

許

可

申

請

を

伐
採
遁
令
期
に
逮
レ
な
い
樹

生
課
へ
届
け
て
栴
示
を
受
け
る
よ

う
に
し
て
く
炉
さ
い。

(
惇
染
病
予
防
法
〉

偶
七
条
伝
染
病
予
防
上
必
要

と
刊
誌
む
る
と
き
は
当
診
史
員
は
伝

染
病
出
者
争
伝
染
病
昨
悶
離
病
舎

其
の
他
適
当
の
場
所
に
入
ら
じ
む

べ
し第

九
条
伝
染
病
山
者
巧
以
の

死
体
は
市
町
村
長

r
諒
可
を
終
る

に
非
ざ
れ
ば
他
に
移
す
と
と
か
得

ず

昭
和
郡
年
度
長
崎
県

管

内

赤

痢

患

者

数

及

び
率

(

)
内
は
一

万

人

に

対

す

る

催

患

者
率

木
を
伐
保
さ
れ
る
場
山
口
は
森
林
一

法
に
よ
っ
て
知
事
に
伐
係
許
可

一

申
請
書
あ
提
出
し
許
可
を
得
な

け
れ
ば
な

ιな
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

今
年
伐
採
さ
れ
る
か
た
は
伐

限
許
可
申
請
世
を
六
月

一
日
か

ら
六
月
一一一十
H
さ
で
に
休
業
改

良
指
導
員
を
経
由
し
て
提
出
し

て
ぐ
だ
さ
い
。
(
農
株
課
)

中
学
生
を
対
象
に

国
道
建
設
の
作
文
募
集

建
設
省
で
は
第
十
二
回
「
国

杵
郡
七
八
人
(
一
五
人〉

南
高
米
郡
七
人

(
0
・
凶

人
)
北
高
来
郡
六
七
人
(一

七
人
)
北
松
浦
郡
二
六

O

人
(
一
六
人
)
南
松
浦
郡

一
八
人
(
二
人
)
壱
岐
二

一
人
(
凶
人
〉
対
同
四
五

人
(
七
人
)

手
洗
い
の
方
法

手
に
つ
い
た
凶
の
州
少
中
小

μ

へ
放
置

仲
介
戸
水
一
流
水
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f

長
「
簡
単

色
戸
丁
寧

石

一O
O
N

九
五
必

一O
O
UF

学
庄
の
か
た
は
ふ
る
っ
て
同
募

し
て
ど
だ
さ
い
。

ム
内
容
は
国
士
開
設
に
関
係

あ
る
事
項
に
つ
い
て
の
感
調
文

見
学
記
あ
る
い
は
希
望
な
と
ご

題
名
は
自
由
、
字
数
は
二
平
字

以
内〈

送
り
先
は
県
土
木
期
防
理

課
へ
六
月
二
十
日
ぎ
で

と
地
方
審
査
の
弓
え
叩
央
審

査
を
行
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
川
事

賞
、
種
設
大
臣
賞
な
ど
が
贈
ら

れ

ま

す

。

建

持

説
)

雨
期
に
備
え
て

十
建
設
週
間
」
を
七
月
十
日
か
一雨
期
が
E
JC
汽
り
ま
し
た
。

十
六
日
守
で
実
施
レ
ま
す
が
、
一家
の
ま
わ
り
排
水
口
溝
は
き
れ
い

そ
の
行
事
と
し
て
、
全
国
の
中

一に
し
て
、
水
は
げ
そ
よ
く
し
ま
し

学
校
壬
徒
4
4
対
象
に
「
国
七
建

一ょ
う
。
川
仁
ゴ
ミ
存
拾
で
る
と
水

設」

仁
関
j

る
作
文
房
募
集
す

一が
流
れ
ず
、
ホ
害
行
ど
の
原
因
に

る
こ
と
に
力
り
ま
し
た
Y
で
中

一な
り
ま
す
何
で
注
意
し
ま
し
ょ
う



は 渡 後 つ ど ク で村 以 が 0< ... 、 ， ‘ h ・

大こり八てもサなす 巾 ヒーリ 11:24?il:/1ミ ifJEtJ}??三主主ιじ
詰雪手努青 EL宅。妥星空尽 Y白 ItllJノ己 l一 二じ μ/〓
塁?。奇話量ぷ空 開表為ち ミージクサイレンも取付
庫ジ 費八や取に ふ二 で ~ユ ツノ
『ツ の時か 付 は さ 1・ト ー 叫4 叫キ叫ー、"'-叫もベルー叫もヘιーやー叫ー叩.-

十ク 調、なけミ わ豆 堕 」

周サ べ正成らユ レ ロ戸 ，v ')~ドの ト ン 土問 3 工 謹 一
年イ が午長 れ l いで、 J ち こ な ス l呂ク鉄 前 、、 き没 9 昨
記レ 響 、 を 、 ヲ 建 、て ;き J) 電マ 晴 1) 筋 庄庁れ にか年
念ン き午 顕 子ツ 物大 1曹 あ ほ 物」一号 1 コモ竺 t;:.苧 6 +-

な 少 りいめ行
わ年ま う L 事
れ 京 し となの
℃ 良 た と あ ー
い 化 。 で 事 つ
る 防 で 、業ど
。止 、市在 し
費連協に"{Tで
U， 量動識 申 な
鑓 と の し b、前
々し帯f1附 た 民
ミ て果が い の
ユ 行 背 あ とた

安置 る カ、ら 1
し、出1 C'~ tlジ

で街凶什 た ツ
す 。 ぃ 明 も ク

i 夜明言 21
は :~ 子え し
。 びす 同 ン

ー大iE 。十 が
麹 村 午 九耳望
書受 問 は Flり
課 愛 。 正 つ
) の 明 年け

L矛248号)りよアゴ政市村大

さ気乙と つ~-= I石u筒 イm..-.市 地は 令 の 日 ま そ に 手師
いはど他したと とド だ 問 従 さ !日ほ区中 さ杭 お にし の抗 三 1___ 体
'ものかよど射がに来~ ~常従以 JI:れ出そ九 た 後出用 たコ

日考伝しう 主主が 、 頃 、 ま 廠 来 外 理 、庫 九 頭 がほ津 1- >レ
も え 染 飼 に り 徹 百発 I尿す内どに れ西 地 が 発 、絡に八
閉L ら 病 育 み 、 ! 毘 と f均コ 。市お発 ま大 区 あ 生 五 息 コ fヨ が
くれと暑ぇ!認しろにレ 営り生 し習 は りし 月 1ノ十 と CE 
なま視力〈ま染たの発ラ 苗新した股 樗 ま 、十 た 行 三 門
おす合注す Zた傾笠の ほ家な が扇動す さ七よ明 月 主
しの感意。緩め向レ発 内畜け、で 禁 。ら日う山一 丹
てで染を 慢小でて~行れ杭 の iと L 、に発 十 発
く 、す怠 に 簡 は い は で 場 ば 出 豚 n.... 純十み 生 二 生
だ病るる な|丑!予 ま広 開 豚津 市発 発 八えし日 し

究科 ごな
fれ 血 鋭 1 り⑦
発〔 し 州三 発
生 暮 「 乾 H 師熱
帥 A メ:肱 p.'~ と
日陥 ま わ し i局 老骨 と
王 家 ニ ::tす が も
司へ 」 する 多 r-
j丘 〕 が 。と く 今
lこ 仕f.1 I L~ 1." i"j'A 
j5: ;:t:仁tカ t1 カt

寄 す 赤 IUまな
ら υ ベ てす く

辱 煮 た 注 月 i( 

訟 伶 7こ (:4 J]家 射 に σ)(め い
~<J病 も給;(，:... 終 ー 肱一 他

大る)豚の与 日常 了 IITIコ 人
ホ 年p jらす 入侍受 レ春
採 発 与 J すごー 什 ラ 原
音 見 え 飼 るjgj)る予 曾
{米 1__ る 料 。問 。防に
健 たは以字 注 F
得 cう なよ豚射 寄
空 早 る経 は を j宝
向子 日 ベ 過 予 六 7，J:
・) に く し 防 カ い

(写
真
は
駅
前
住
屯

・
屋
上
の
丸
い
の
が
サ
イ
レ
ン
)

e
u
M

“，
 

V

島
野

怜ぺ

sa事

'除

M
q

一施
策
の
話
礎
町
料
に
す
ぶ
も
の
?

一す。

六
月
一
日
現
在
』
令
国
一
斉
に
一
て
は
本
紙
前
向
で
お
知
ら
せ
し
ま

一

み
な
さ
ん
の
事
業
所
や
刊
自
に

串
事
業
所
統
計
調
査
と
商
業
統
計
調

一し
た
よ
う
に
国
内
の
産
業
活
動
や
一
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

査
が
行
な
わ
れ
ま
す
の
一
商
業
活
動

ιη
実
躍
を
あ
き
ら
か
一
よ
ろ
し
ぐ
ご
協
刀
く
だ
さ
る
よ
う

と
ぷ
調
査
U
目
的
な
ど
に
つ
い

一
に
し
て
わ
が
国
の
経
済
や
行
政
一
お
願
い
し
ま
す
。
(
庶
務
課
)

二
つ
の
調
査
に
こ
協
力
を

L毎 :11日， 10臼，羽田芳行〉

今
年
庁内
入
的
は
i
一
日
。

一カ

月
間
は
ジ
メ
ジ
メ
し
た
雨
か
つ

づ
く
。
身
心
と
も
に
不
愉
快
に

な
る
が
、
の
び
や
か
な
獲
を
迎

え
る
た
め
と
の
一

カ
月
は
健

康
第
一
に
過
し
て
も
り
い
た
い

と
く
に
家
庭
心
主
婦
は
食
物
に

じ
ゅ
う
ぶ
ん
気
を
つ
け
る
。

/
J
1
パ
¥

0
・:沼
気
の
多
い
こ

¥
河

/

と

は
体
温
を
調
節
す

る
発
汗
作
用
を
に
ぶ
ら
せ
る
。

幼
児
に
と
っ
て
は
寒
暖
に
よ
っ

て
マ
メ
に
ト
持
ぞ
っ
げ
た
り
、

昭和35年 6月 1日
t昭和33~'.4片 22 け第三階川更切認1-1 1 ) 

類
は
で
き
れ
ば
旬
日
と
り
か
え

て
あ
げ
た
い
も
の
、
ま
た
寝
冷

え
の
季
節
ど
も
な
る
か
ら
、
腹

巻
き
な
ど
工
夫
し
た
い
。

0
・
:
雨
の
日
も
洗
え
る
も
の
は

洗
て
お
い
て
軒
ド
に
つ
る
し

て
お
け
ば
、
雨
が
止
み
さ
え
す

れ
ば
す
ぐ
乾
せ
る
よ
う
に
、
時

聞
を
ム
ダ
な
く
考
え
て
い
た
だ

き
た
い

0
・?
学
童
肘

ω雨
具
と
し
て
黄

色
心
カ
サ
や
レ
イ
ン
コ
ー
ト
が

売
り
出
さ
れ
て
い
る
。
輪
禍
か

r
h

，守
る
た
め
、
新
た
に
闘
い
求

め
る
場
合
は
脅
え
て
み
よ
う
。

/
イ
パ
ヘ

0
・
:
そ
マ
ハ
そ
月
食
欲

¥
日
/
が
お
と
ろ
え
て
く
る

夏
L
か
げ
て
主
婦
の
腕
の
ふ
る

い
ど
き
で
す
。
食
物
ク
肉
敗
と

ドー叫
に
対
し
て
は
、
注
意
が
過

豚
コ
レ
ラ
再
び
発
生

予

防

の

徹

底

を

〔病
状
〕

の
生
後
三
1
五
カ
月
の
も
の
が

主
と
し
て
病
気
に
か
か
り
ま
す
。

そ
れ
に
ビ
タ
ミ
ン
日
類
、
こ
れ

は
い
つ
も
H
本
人
の
食
生
活
で

足
り
な
い
と
い
わ
れ
る
も
の
で

梅
雨
ど
き
に
は
そ
の
影
響
が
大

き
い
e

最
近
子
ど
も
の
調
味
料

∞
六

月

の

衣

食

住

∞

ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
怪

し
い
と
思
わ
れ
る
も
の
は
そ
ッ

タ
イ
な
い
と
思
わ
ず
に
捨
て
る

0
・
:
栄
養
の
補
給
で
と
く
に
気

を
配
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は、

タ
ン
パ
ク
質
と
脂
肪
分
、

と
し
て
味
の
素
に
ビ
タ
ミ
ン

B
類
を
添
加
し
た
も
の
が
売

り
出
さ
れ
た
が
、
子
ど
も
ば
か

り
で
な
く
、
お
と
な
に
も
む
き

;
:
l
:
;
:
;

ろ
か
ら
行
な
い
ま
す
。

に
終
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う

〔
柑
橘
〕

一
農

事

メ

モ

一
ィ
モ
チ
病
や
ツ
マ
グ
ロ

ヨ
コ
パ

商
は
ニ
冗
J
一一
一0
セ
ン
チ
の
一

一大
牛
に
よ
る
被
害
は
大
き
い
の
…

…
γ
j
i
l
t
-
i
if
イ
の
明
生
に
注
意
レ
早
期
に
共

丈
苗
が
よ
い
。
一
0
ア
ー
ル
当

で
前
月
に
引
き
続
き
成
虫
や
虫

一

一
〔
水
稲
〕

同

で
防
除
し
ま
レ
ょ
う
。
と
く

り
の
植
付
太
数
t

四
、一

δ
o
挙
管
出
し
て
い
る
幼
虫

ω捕
殺

…

に
萎
縮
病
を
媒
介
す
る
ツ
マ
グ
本

(一一了

一一
平
方
メ
ー
ト
ル
当

川
苗
代
の
水
の
か
け
引
:
:
:苗
そ

を

行

な

い

ま

し

ょ

う

。

日

焼

防

川

…
様
式
で
異

πり
ま
す
。
水
に
幻

ロ
の
防
除
は
共
同
で
苗
代
期
間

り
一

四
本
)
以
上
で
な
い
と
培

止
の
た
め
ワ
ラ
ぞ
巻
い
て
い
る
一

中
コ
一J
四
回
は
問
除
ず
る
必
要
収
で
き
ま
せ
ん
。
杷
料
ぱ
椛

E

戸

川
る
保
温
存
必
曜
と
す
る
山
間
地

!

枝

の
分
岐
部
や
敷
草
で
お
お
わ
川

が
あ
り
ま
す
。
薬
剤
は
マ
ラ
ソ

肥
の
効
果
が
大
き
い
の
で
施
し

川
帯
で
は
深
水
に
よ
る
保
温
は

で

れ

て

い

る

根
部
に
は
注
意
レ
ま
川

ン
筑
剤
の
ニ
、
0
0
0情
液
め
ま
し
ょ
う
。
金
肥
は
い
ム
用
の

川
き
て
も
、
深
水
か
ん
が
い
に
よ

す。

エ
カ
キ
虫

ω発
主
に
注
意
川

る
い
は
セ
ピ
ン
乳
剤

ω百
O
O
農
協
出
合
や
イ
モ
七
成
J

伊
豆
レ

H

川
る
被
害
に
注
意
し
な

け

れ

ば

な

ィ

f

し
硫
酪
ニ

コ
チ
ン
の
八

O
O
倍

川

ー
八
O
O倍
棋
お
よ
び
水
和
剤

ま
す
。

ん
り
ま
せ
ん
。
大
体
昼
は
な
る
べ

液
晶官散
布
し
ま
す
。
ま
た
水
銀
山

…
く
浅
水
と
し
夜
は
深
水
と
し
ま

の
て

0
0
0
1
一一、
0
0
0

〔
馬
鈴
し
よ
〕

ボ
ル
ド
ウ
減

(高
濃
度
)
五
O

…

馬
鈴
事
例
捌
り
取
り
は
ト
け
前

0
1
六
O
O
倍

(薬
剤
の
種
類
…

一
す

倍

液
を
散
布
し
て
く
だ
さ

い

。

"

…
浮
苗
、
転
前
、
徒
畏
苗
を
つ
く

後

こ
天
候
あ
見
土
か
-つ
つ
ア
行

に
よ
り
濃
度
は
異
な
る
)
を
散

い

〔
甘
し
よ
〕

』

1

〉
ら
ぬ
た
め
機
会
を
見
て
芽
干
し

な
い
ま
し
ょ
う
雨
明
リ
に
か
か

布
し
ソ
ウ
カ
病
、
黒
点
病
等
の

川

…
そ
行
な
い
ま
し
ょ
う。

芽
が
O
甘
藷
は
六
月
十
旬
ま
で
が
掃
苗
っ
た
い
も
は
町
一
?
に
府
引
易
防
除
を
行
な
い
ま
レ
ょ
う
。

一

・
五
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
伸
び
た
こ
の
源
問
じ
す
。
十
け
ど
ろ
ま
で
く
な
り
ま
す
。

{
県
農
業
改
良
普
泣
所
)
…

胴

rγh-

主

要

農

原

物

競

作

会

川

く

一
〈
烏

脅

さ

五

ア

ー
ル、

、
/川
H

一
一
一
枚
、
農
林

一
号
、
ウ
ン
ゼ

の

-M)十
ア
ー
ル

一一一枚
以
一

ω十
日

日
ナ
一
二
、
五
O

m

内一

R
J円、

1
0
0キ一

A
潤
州
み
か
ん
十
ア
ー
ル
、

F
C

Hク
ラ
ム
日

I

一
集
団
関
、
普
通
盟
州
、
三
、
七

か
V

マ

5
夏

十

ア

ー
ル

一二

五
O
キ
ロ
以
と

た

牧
内
円
、
一
-
ガ
ネ
ダ
イ
ズ
一
銭
作
ほ
場
は
、
同
一
品
種
、
同

二
五

O
キ

円

孔

一

一
一

耕
南
側
法
で
あ
る
も
の
に
限
る

お
d

伺
参
加
農
家
は
参
加
市
込
書
役
農

で

業
改
良
普
及
切
に
提
出
し
承
認

ぞ
得
る
と
と
‘

に

な
お
く
わ
し
い
と
と
は
県
農
業
改

良
普
及
所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

ば

農

業

改
良
支
所
)

つ

(与内ハ
け
台
、
村
会
闘
い
校
刊
の
州
)

ま
し
ょ
う
o

o---つ
け
物
の
む
い
し
く
な
る

と
ろ
で
あ
る
。
ぬ
か
ミ
ソ
は
ひ

ん
ぱ
ん
に
手
入
れ
し
な
い
と
、

関
ム
せ
て
し
ま
う
。
手
入
れ
に

は
ビ
ニ
ー
ル
や
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

の
袋
を
手
袋
が
わ
り
に
使
う
と

手
が
く
さ
く
な
ら
ず
に
す
む

o

o
---家
庭
で
で
き
る
夏
む
き
の

絶
好
の
歓
料
で
あ
る
「
栴
シ
ヲ

ウ
チ
ユ

l
」
の
っ
け
ど
き
で
あ

る
。
コ
ツ
は
栂
を
つ
け
る
シ
ヲ

ウ
チ
ユ
ウ
、
栂
そ
れ
ぞ
れ

一
・

八
リ
ッ
ト
ル
i
氷
砂
楠
約

一
キ

ロ
グ
ヲ
ム
が
よ
い
。

/引
が
ヘ

0
・:
入
梅
前
に
準
間

¥
リハ
/
を
し
て
お
き
た
い
と

と
は
、
水
の
た
ま
り
や
す
い
と

と
ろ
に
は
石
炭
ガ
ラ
を
ま
い
た

り
、
雨
ド
イ
を
調
べ
て
ゴ
ミ
を

ーと
っ
た
り
、
ま
た
屋
根
の
損
傷

を
早
く
な
お
す
な
ど
天
気
の
よ

い
休
み
の
日
に
一
家
そ
ろ
っ
て

や
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

0
・:
雨
が
降
り
つ
つ
く
と
部
屋

の
ス
さ
や
棚
な
ど
に
す
ぐ
カ
ピ

が
生
え
る
。
と
れ
を
防
ぐ
に
は

逆
性
石
げ
ん
液
や
二
%
重
曹
液

で
ふ
く
の
が
間
単。

も
ち
ろ
ん

雨
の
あ
が
っ
た
日
は
風
を
涌
す

などの施設 も

メは りで派の た て 車 整は々事調
1内とまきなほ が い を 備す進業のた
ト経のしあ 油 ど 、 まか に 油みは整 村
Jレー池たがが立とし け 拍の込者備公

ヂン/¥ 照 明 燈 や

畏
さ
百
二
十
メ
ー
ト
ル
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
閃
管
春
開
設
し
て
海
水
を

理
入
し
、
池
の
中
央
に
中
之
島
そ

っ
く
り
、

八
灼
形
の
吾
妻
舎
を
設

け
、
島
の
両
側
に
橋
を
か
け
、

さ

ら
に
油
の
ま
わ
り
は
遊
歩
路、

照

明
燈
二
基
、
テ
ー
ブ
ル
二、
ベ
ン
チ

十
コ
が
お
か
れ、

藤
棚
な
ど
も
つ

く
ら
れ
て
お
り
、
散
歩
ゃ
い
と
い

の
場
所
と
し
て
最
消
で
す
。

な
お
、
と
の
油
そ
桜
田
の
油
と

よ
ぶ
乙
と
に
し
て
い
ま
す。

(態
設
課
)

のす作
ほ .----1股競。会長
場作昆;作 を附
ω物ほ つ県
牧競場 ぎ で
数作のわ円
、ほ 7問要鹿

品場 fl7 領問
題の お 7可物
、基よ開新

日猶 び 州需日
開而円 し 録
収紅i 閉 ま競

'1 

1

1

1

1

 

，、

家
畜
市
場
が
完
成

旧
空
廠
内
の
市
営
農
場
に
家
畜

市
場
が
で
さ
ま
し
た
。

と
れ
は
木
造
ス
レ
ー
ト
茸
平
家

題
六
十
六
甲
万
メ
ー
ト
ル
で
、
セ

リ
場
と
事
務
室
と
な
っ
て
お
り
ま

す。
と
の
市
場
は
大
村
市
の
家
畜
の

振
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と

と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
市
場

ω運
営
は
大
村
市

畜
産
協
同
組
合
連
合
会
が
行
な
い

セ
リ
日
な
ど
は
近
く
決
め
ら
れ
る

乙
と
L
な
っ
て
い
ま
す
。

(
農
林
製
」

(
上
の
写
真
は
家
畜
巾
場
)


